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　1月12日、抜けるような青空の下、川越運

動公園総合体育館で成人式が行われました。

今年は3,613人が大人の仲間入り。

　会場では、新成人たちが同級生との再会を

満面の笑みで喜び合っていました。式典では、
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（幸町）は「活躍の場を限定しない国際人にな

りたい」と将来の夢を話してくれました。
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